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「
C
I
A
か
ら
岸
へ
の
資
金
提
供
を
示
す
文
書
を
こ
の
目
で
見
て
い
ま
す
」

と
証
言
し
て
い
ま
す
。
一
回
二
〇
万
⊥
二
〇
万
ド
ル
〔
現
在
の
貨
幣
価
値
で
一
〇
億
円
く
ら
い
〕
　
の

金
額
が
何
度
も
提
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
（
「
週
刊
文
春
」
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
四
日
号
）
。

そ
う
し
た
巨
額
な
C
I
A
マ
ネ
ー
に
よ
っ
て
一
党
支
配
を
確
立
し
た
自
民
党
の
も
と
、
日
本
は
そ
の

後
、
世
界
の
歴
史
で
も
ま
れ
に
見
る
ほ
ど
の
高
度
経
済
成
長
を
達
成
し
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
必
然
だ
っ
た
の
か
偶
然
だ
っ
た
の
か
、
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
C
I
A
が
自

民
党
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
一
〇
年
間
（
一
九
五
八
⊥
ハ
八
年
）
と
い
う
の
は
、
日
本
の

高
度
成
長
の
最
盛
期
と
ほ
ぼ
正
確
に
重
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
一
方
、
毎
年
自
民
党
に
流
れ
こ
ん
だ
数
百
億
円
も
の
C
I
A
マ
ネ
ー
は
、
選
挙
の
票
や
政
策
を

金
で
売
り
買
い
す
る
「
構
造
汚
職
」
　
の
風
潮
を
、
日
本
の
政
界
に
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
生
ま
れ
た
明
ら
か
に
違
法
な
国
会
議
員
た
ち
の
金
権
汚
職
体
質
は
、
一
九
九
五
年
以
降
、
年

間
約
三
〇
〇
億
円
も
国
費
を
政
党
交
付
金
と
し
て
、
「
構
造
汚
職
」
　
の
代
わ
り
に
政
界
へ
分
配
す
る
よ

う
に
な
る
ま
で
、
つ
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

テ
ィ
ム
・
ワ
イ
ナ
ー
が
描
く
「
自
民
党
結
党
ま
で
の
経
緯
」

そ
れ
で
は
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
公
開
し
て
い
な
い
秘
密
計
画
の
部
分
も
含
め
て
、
岸
と
C
I

A
の
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
、
ウ
イ
ナ
ー
氏
の
『
C
I
A
秘
録
』
（
翻
訳
‥
藤
田
博
司
・
山
田
偏
平
・
佐

藤
信
行
文
襲
春
秋
）
を
中
心
に
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
以
下
1
2
5
ペ
ー
ジ
ま
で
、
注
の

な
い
も
の
は
す
べ
て
同
書
か
ら
の
引
用
）
。

ウ
イ
ナ
ー
氏
は
同
書
の
　
「
ま
え
が
き
」
　
の
な
か
で
、
こ
の
本
を
善
く
に
あ
た
っ
て
は
、

（
1
0
人
の
元
長
官
を
含
む
C
I
A
職
員
、
元
職
員
へ
の
3
0
0
回
以
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

を
行
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
書
は
、

（
す
べ
て
実
名
の
情
報
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
匿
名
の
情
報
源
も
、
出
所
を
ふ
せ
た
引
用
も
、
伝
聞
も

含
ま
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
直
接
取
材
と
一
次
資
料
に
も
と
づ
く
、
は
じ
め
て
の
C
I
A
の
歴
史
で
あ

る
）
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

岸
と
C
I
A
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
関
係
は
、
さ
き
ほ
ど
と
紹
介
し
た
ア
メ
リ
カ
国
務
省
歴
史
課
の

二
〇
〇
六
年
の
「
編
集
後
記
」
と
、
こ
の
ウ
イ
ナ
ー
氏
の
著
作
や
発
言
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
ほ
ぼ

正
確
な
歴
史
が
再
現
で
き
る
の
で
す
。

☆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆

「
C
I
A
は
一
九
四
八
年
以
降
、
外
国
の
政
治
家
を
金
で
買
収
し
続
け
て
い
た
。
し
か
し
世
界
の
有
力
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国
で
、
将
来
の
指
導
者
〔
岸
首
相
〕
を
C
I
A
が
選
ん
だ
最
初
の
国
は
日
本
だ
っ
た
」

「
岸
信
介
は
〔
第
2
次
大
戦
が
終
わ
っ
た
あ
と
〕
（
略
）
A
級
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
巣
鴨
拘
置
所
三

年
の
間
収
監
さ
れ
て
い
た
。

東
条
英
機
ら
死
刑
判
決
を
う
け
た
7
名
の
A
級
戦
犯
の
刑
が
執
行
さ
れ
た
そ
の
翌
日
〔
＝
1
9
4
8

年
1
2
月
2
4
日
〕
、
岸
は
（
略
）
釈
放
さ
れ
る
。

釈
放
後
岸
は
、
C
I
A
の
援
助
と
と
も
に
、
支
配
政
党
〔
＝
自
民
党
〕
の
ト
ッ
プ
に
座
り
、
日
本
の

首
相
の
座
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
る
の
で
あ
る
」

「
〔
釈
放
後
〕
七
年
間
の
〔
C
I
A
に
よ
る
〕
辛
抱
強
冷
画
が
、
岸
を
戦
犯
容
疑
者
か
ら
首
相
へ
と

変
身
さ
せ
た
。
岸
は
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
の
東
京
支
局
長
か
ら
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
同

誌
外
信
部
長
の
ハ
リ
ー
・
カ
ー
ン
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
に
知
己
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ー

ン
は
ア
レ
ン
・
ダ
レ
ス
〔
＝
ジ
ョ
ン
・
F
・
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
弟
で
、
1
9
5
3
～
6
1
年
ま
で
C

I
A
長
官
〕
の
親
友
で
、
後
景
京
に
お
け
る
C
I
A
の
仲
介
役
を
務
め
た
。
岸
は
ア
メ
リ
カ
大
使
館

当
局
者
と
の
関
係
を
珍
種
の
ラ
ン
を
育
て
る
よ
う
に
大
事
に
育
ん
だ
」

（
岸
は
一
九
五
〇
年
代
〔
五
五
四
年
〕
に
、
東
京
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
働
き
か
け
で
〔
そ
の
〕
傘

下
に
納
ま
り
、
自
民
党
総
裁
に
な
っ
た
の
ち
に
、
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
で
き
る
協
力
者
と
な
っ
た
〔
当
時

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
首
席
公
使
だ
っ
た
、
グ
ラ
ハ
ム
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
証
言
〕
）
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ヽ
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ヽ
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ヽ

「
岸
は
日
本
の
外
交
政
策
を
ア
メ
リ
カ
の
望
む
も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は

ヽ
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ヽ
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ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

日
本
に
軍
事
基
地
を
維
持
し
、
日
本
に
と
っ
て
は
微
妙
な
問
題
で
あ
る
核
兵
器
も
日
本
国
内
に
配
備
し

ヽ
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ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ
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ヽ
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ヽ

た
い
と
考
え
て
い
た
・
。
岸
が
見
返
り
に
求
め
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
政
治
的
支
援
だ
っ
た
」

「
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
1
9
5
5
年
8
月
〔
＝
自
民
党
結
党
の
3
カ
月
前
〕
　
に
　
〔
重
光
葵
外
務
大
臣
に

同
行
し
て
訪
米
し
た
〕
岸
と
会
い
、
面
と
向
か
っ
て
　
－
　
も
し
日
本
の
保
守
派
が
一
致
し
て
共
産
主
義

者
と
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
い
を
助
け
る
な
ら
ば
　
－
　
支
援
を
期
待
し
て
も
よ
ろ
し
い
、
と
言
っ
た
。
そ
の

ア
メ
リ
カ
の
支
援
が
何
で
あ
る
か
　
〔
＝
財
政
支
援
だ
と
い
う
こ
と
〕
　
は
、
だ
れ
も
が
理
解
し
て
い
た
」

「
岸
は
ア
メ
リ
カ
に
自
分
を
売
り
込
ん
で
、
こ
う
言
っ
た
。
「
も
し
私
を
支
援
し
て
く
れ
た
ら
、
こ
の

政
党
〔
＝
自
民
党
〕
を
つ
く
り
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
を
支
援
し
ま
す
。
経
済
的
に
支
援
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
政
治
的
に
支
援
し
ま
す
し
、
安
保
条
約
に
も
合
意
し
ま
す
L
L

「
C
I
A
と
自
民
党
の
間
で
行
わ
れ
た
最
も
重
要
な
や
り
と
り
は
、
情
報
と
金
の
交
換
だ
っ
た
。
金
は

党
を
支
援
し
、
内
部
の
情
報
提
供
者
を
雇
う
の
に
使
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
三
十
年
後
に
国
会
議

員
や
閣
僚
、
長
老
政
治
家
に
な
る
、
将
来
性
の
あ
る
若
者
と
の
間
に
金
銭
に
よ
る
関
係
を
確
立
し
た
。

（
略
）
外
国
の
政
治
家
を
金
で
操
る
こ
と
に
か
け
て
は
、
C
I
A
は
七
年
前
に
イ
タ
リ
ア
で
手
が
け
て
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ヽ 

い
た
と
き
　
〔
＝
1
9
4
8
年
の
イ
タ
リ
ア
総
選
挙
〕
　
よ
り
上
手
に
な
っ
て
い
た
。
現
金
が
詰
ま
っ
た
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
を
高
級
ホ
テ
ル
で
手
渡
す
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
信
用
で
き
る
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
　
〔
＝
経
済
人
〕
　
を
仲
介
役
に
使
っ
て
協
力
相
手
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
形
で
金
を
届
け
て
い

た
。
こ
う
し
た
仲
介
役
の
な
か
に
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
役
員
が
い
た
」

「
一
九
五
五
年
十
一
月
、
。
自
由
民
主
党
」
　
の
旗
の
下
に
日
本
の
保
守
勢
力
〔
＝
反
共
産
主
義
勢
力
〕

は
統
合
さ
れ
た
。
岸
は
保
守
合
同
後
、
〔
初
代
の
〕
幹
事
長
に
就
任
す
る
党
の
有
力
者
だ
っ
た
が
、
議

会
の
な
か
に
、
岸
に
協
力
す
る
議
員
を
増
や
す
工
作
を
C
I
A
が
始
め
る
の
を
黙
認
す
る
こ
と
に
な

る
。
巧
み
に
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
る
な
か
で
、
岸
は
、
C
I
A
と
二
人
三
脚
で
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と

ヽ
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ヽ
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ヽ

　

　

ヽ
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ヽ
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ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

の
間
に
新
た
な
安
全
保
障
条
約
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
」

＊
　
『
天
皇
と
ア
メ
リ
カ
』
　
（
吉
見
俊
哉
　
チ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
ー
ス
ズ
キ
　
集
英
社
）
か
ら
の
要
約
。
モ
ー
リ
ス
ー
ス
ズ
キ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
国
立
大
学
教
授
）
が
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
で
発
見
し
た
、
グ
ラ
ハ
ム
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
自
身
の
「
自

伝
の
草
稿
」
と
「
手
紙
」
に
書
か
れ
て
い
た
内
容
。
「
傘
下
に
納
ま
る
」
の
原
文
は
．
．
c
u
旨
く
a
t
e
d
．
）

＊
＊
映
画
「
A
N
P
O
L
（
リ
ン
ダ
・
ポ
ー
グ
ラ
ン
ト
監
督
　
2
0
1
0
年
）
中
の
テ
ィ
ム
・
ウ
イ
ナ
ー
の
発
言
。
岸
自
身
の
回
想
録
に
も

あ
る
通
り
、
こ
の
1
9
5
5
年
の
訪
米
時
に
は
、
雑
誌
「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」
　
（
C
I
A
協
力
者
が
多
数
在
籍
）
に
な
ぜ
か
岸
が

「
近
い
将
来
首
相
に
な
る
人
物
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
証
言
他
と
合
わ
せ
る
と
、
す
で
に
こ
の
時
点
で

岸
を
首
相
に
す
る
シ
ナ
リ
オ
が
で
き
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
が
重
光
を
意
図
的
に
冷
遇
し
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

岸
は
永
続
的
な
財
源
に
よ
る
支
援
を
希
望
し
た

そ
し
て
岸
と
C
I
A
の
物
語
は
、
よ
う
や
く
1
0
8
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
た
ど
り
つ
く
の
で
す
。

「
一
九
五
七
年
六
月
、
囚
人
服
を
脱
ぎ
捨
て
て
か
ら
わ
ず
か
八
年
後
に
、
岸
は
　
〔
首
相
と
し
て
の
〕
　
ア

メ
リ
カ
訪
問
を
実
現
さ
せ
た
。
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
始
球
式
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
と
と
も
に
白
人
専
用
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
を
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
は
上
院

で
、
岸
を
ア
メ
リ
カ
の
偉
大
で
忠
実
な
友
人
と
紹
介
し
た
」

「
岸
は
、
が
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
甥
に
当
た
る
新
駐
日
大
使
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二
世

に
、
も
し
ア
メ
リ
カ
が
岸
の
権
力
固
め
を
支
持
し
て
く
れ
る
な
ら
、
新
安
保
条
約
を
通
過
さ
せ
、
左
翼

勢
力
の
台
頭
も
抑
え
込
め
る
、
と
語
っ
た
。
岸
は
C
I
A
か
ら
内
々
で
一
連
の
支
払
い
を
受
け
る
よ
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ヽ
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い
：
永
続
的
な
財
源
に
よ
る
支
援
を
希
望
し
た
」

岸
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
評
価
さ
れ
た
理
由

で
は
そ
の
岸
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
評
価
さ
れ
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。

も
っ
と
も
大
き
な
理
由
は
、
当
時
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
進
め
て
い
た
、
核
兵
器
を
中
心
と
す
る

世
界
規
模
で
の
安
全
保
障
政
策
「
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
戦
略
」
　
に
あ
り
ま
し
た
。


